
 

 

 

 

 
 

 
 

 
 
 

 

広
報 

か
す
が 

 

自
治
会
定
期
総
会
開
催 

 
 

春
日
台
自
治
会
の
平
成
26
年
度
定

期
総
会
は
、
３
月
22
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
［
会
員
総
数
928
名
、
出
席

者
数
738
名
（
出
席
者
90
名
・
委
任
状

648
名
）
］ 

活
発
な
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
は
、
一
部
を
除
き
満
場
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。 

平成２７年度一般会計予算（単位：万円）（カッコ内は前年度比） 

［支出の部 ９８５（７４％）］ ［収入の部 ９８５（７４％）］ 

第４５号 

編
集
・発
行 

 

調
査
広
報
部 

発
行
責
任
者 

水
越 

 

武 
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27
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て 

 

春
日
台
区
自
治
会
長 

水
越 

武 
 

風
薫
る
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
二 

丁
目
「
さ
く
ら
公
園
」
の
桜
が
、
今 

年
も
素
晴
ら
し
い
色
合
い
の
花
を
咲 

か
せ
て
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て 

く
れ
ま
し
た
。
思
え
ば
、
こ
の
桜
は 

昭
和
60
年
に
育
成
会
の
方
々
が
植
え

ら
れ
た
も
の
で
す
。
同
じ
頃
、
自
治

会
創
立
20
周
年
記
念
樹
と
し
て
植
え

た
春
日
台
会
館
前
の
楠
も
推
定
樹
齢

30
年
、
逞
し
く
成
長
し
て
い
ま
す
。

厚
木
市
立
荻
野
小
学
校
に
は
樹
齢
推

定
125
年
の
楠
の
大
木
と
樹
齢
110
年

の
桜
の
古
木
が
あ
り
ま
す
。
木
の
根

元
に
立
っ
て
梢
を
見
上
げ
る
と
、
不

思
議
に
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。 

二
丁
目
の
桜
も
、
会
館
前
の
楠
も

春
日
台
の
歴
史
と
共
に
成
長
し
巨
木

と
な
っ
て
、
先
人
の
努
力
を
語
り
、

自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
心
を
育
て
る 

「
春
日
台
の
シ
ン
ボ
ル
の
木
」
と
な 

っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
春
日
台
の
地 

名
の
も
と
に
な
っ
た
、
桑
の
木
「
春

日
」
と
共
に
大
切
に
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。 

新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。 

先
人
の
築
い
た
足
跡
を
し
っ
か
り
と 

受
け
継
ぎ
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
る 

よ
う
役
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま 

す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

お
も
ち
ゃ
の
病
院
愛
川 

病
院
長 

 

加
藤 

恒
夫 

 

難
解
な
お
も
ち
ゃ
が
直
り
、
子
供
の

笑
顔
に
接
す
る
と
爽
や
か
な
気
分
に
な

り
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の
意
義
を
実
感

し
ま
す
。 

 

今
の
お
も
ち
ゃ
は
電
気
式
の
も
の
が

全
て
で
す
。
電
気
の
知
識
が
無
い
と
直

す
の
に
苦
労
し
ま
す
が
、
直
っ
た
あ
と

の
満
足
感
は
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。
分

か
ら
な
い
事
は
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
他

の
ド
ク
タ
ー
に
相
談
す
る
病
院
内
の
雰

囲
気
が
自
然
と
出
来
上
が
り
和
気
藹
々

楽
し
く
病
院
を
開
い
て
い
ま
す
。
私
達

は
、
お
も
ち
ゃ
の
修
理
の
他
に
、
児
童

が
登
下
校
時
に
携
行
し
て
い
る
「
防
犯

ブ
ザ
ー
」
の
点
検
修
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
点
検
修
理
は
各
学
校
内
に
て
児
童

の
目
の
前
で
行
い
ま
す
。
「
子
供
た
ち

の
安
全
は
地
域
住
民
皆
の
願
い
」
当
病

院
の
合
い
言
葉
で
す
。 

 

当
病
院
で
は
、
ド
ク
タ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
機
械
い
じ
り
の
好
き
な
方

電
気
の
知
識
の
あ
る
方
、
お
も
ち
ゃ
に

興
味
の
あ
る
方
で
修
理
小
道
具
を
持
参

し
て
い
た
だ
け
る
方
一
緒
に
行
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
！
い
つ
で
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

開 

院 

日
：
第
１
・
３
土
曜
日 

午
後
１
～
３
時
受
付 

開
院
場
所
：
春
日
台
児
童
館 

修 

理 

代
：
無
料
、
電
池
や
部
品
交
換

時
は
実
費
必
要 

問
合
せ
先
：
加
藤
２
８
５
・
２
５
０
５ 

 
 

 
 

 

小
坂
２
８
５
・
３
２
２
９ 

―１― 
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春
日
台
団
地
が
で
き
て
、
46
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
春
日
台
で
生
ま
れ
た

子
供
達
が
、
40
歳
代
に
な
り
地
域
の

大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た 

そ
の
子
供
達
が
社
会
人
と
し
て
羽
ば
た 

い
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
、
地
域
づ
く 

り
に
貢
献
し
て
い
る
方
々
の
こ
と
に
も 

改
め
て
、
紹
介
し
活
動
を
理
解
し
あ

い
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
で
き
る
事
か

ら
地
域
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
人
の

た
め
に
し
て
い
る
」
と
考
え
る
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
実
践
し
て
い
る

方
々
の
声
を
聞
く
と
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
よ
か
っ
た
。 

気
づ
か
な
か 

っ
た
自
分
に
気
づ
い
た
」
「
喜
ん
で
も

ら
え
た
時
の
相
手
の
喜
び
を
感
じ
て
嬉

し
く
な
っ
た
」
な
ど
な
ど
、
多
く
の
声

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

春
日
台
区
自
治
会
の
関
係
す
る
団
体

と
し
て
13
団
体
が
あ
り
ま
す
が
、
ど

の
団
体
も
そ
れ
ぞ
れ
地
域
に
貢
献
す
る

活
動
目
的
を
も
っ
て
長
年
に
わ
た
り
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

春
日
台
の
今
日
的
な
課
題
と
し
て
高

齢
化
率
が
三
割
を
超
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
こ
の
率
は
加
速
し
て
い
く
状
況
で

す
。
長
寿
社
会
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す

が
、
一
人
暮
ら
し
の
方
も
多
く
な
り

「
お
隣
さ
ん
」
の
絆
を
深
め
て
、
助
け 

ア
イ
リ
ス
の
里
づ
く
り
に
関
わ
っ

た
皆
様
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

桑
の
木
「春
日
」
保
存
会 

 

『
春
日
』
と
呼
ば
れ
た
桑
の
木
は

明
治
時
代
に
こ
の
愛
川
の
中
津
で
改

良
さ
れ
た
桑
の
木
の
新
種
で
す
。
春

日
台
の
地
名
の
由
来
は
こ
の
桑
の
木 

『
春
日
』
か
ら
で
す
。
昭
和
三
十
年

代
ま
で
は
、
全
国
的
に
も
養
蚕
農
家

が
多
く
、
春
日
台
団
地
が
造
成
さ
れ

る
前
ま
で
は
こ
の
一
帯
も
『
春
日
』

の
桑
畑
で
し
た
。
三
丁
目
「
や
な
ぎ

公
園
」
に
昨
年
十
月
町
教
育
委
員
会

が
、
桑
の
木
の
春
日
と
春
日
台
団
地

の
名
前
の
由
来
を
書
い
た
説
明
版
を

設
置
し
ま
し
た
。 

こ
こ
に
赤
か
す
が
黒
か
す
が
の
苗

木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
童
謡
の

「
赤
と
ん
ぼ
」
に
『
桑
の
実
摘
ん
だ

は
い
つ
の
日
か
・
・
』
と
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
苗
木
を
大
切
に
育
て
ま
し

ょ
う
。
『
桑
の
木
春
日
保
存
会
』
が

発
足
し
ま
し
た
。 

 

東
日
本
大
震
災
の
復
興
が
進
ま
な
い

中
、
一
番
復
興
が
進
ん
で
い
る
所
は

「
女
川
町
」
と
の
こ
と
。
理
由
は
、
復

興
推
進
を
若
い
人
に
任
せ
て
い
る
か
ら

で
、
合
い
言
葉
は
「
還
暦
以
上
は
口
出

す
な
！
」
、
但
し
年
配
者
は
若
者
を
応

援
し
活
動
す
る
と
の
こ
と
。 

 

春
日
台
は
、
前
述
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
の
如
く
、
春
日
台
二
世
の
40
代
人

口
が
多
く
、
自
治
会
や
諸
活
動
で
、
若

い
世
代
が
活
躍
す
れ
ば
、
将
来
の
春
日

台
が
更
に
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

 
 
 

 
 

 

Ｍ
．
Ｋ 

―４― 

地
域
活
動
団
体
だ
よ
り 

合
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
現
実 

を
迎
え
て
い
ま
す
。 

人
生
経
験
豊
か
な
高
齢
者
の
知
恵
と

若
者
の
力
を
合
わ
せ
た
地
域
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
各
団
体
の
今
年

度
の
活
動
の
中
で
、
新
し
い
試
み
と
し

て
実
践
さ
れ
提
案
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

有
り
難
い
こ
と
で
す
。 

 

自
治
会
と
し
て
も
①
日
常
の
生
活
課

題
と
②
高
齢
化
社
会
で
の
自
治
会
運
営

の
在
り
方
も
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

                

ア
イ
リ
ス
の
里
づ
く
り 

 

街
路
樹
カ
エ
デ
の
枡
に
ア
イ
リ
ス
の

花
が
咲
き
、
美
し
い
景
観
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。
ア
イ
リ
ス
の
里
づ
く
り

の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
献
身
的
な
ご

努
力
の
賜
で
し
た
。 

夏
の
酷
暑
の
中
で
麦
わ
ら
帽
子
を
か

ぶ
っ
て
の
作
業
大
変
な
こ
と
で
す
。
消

毒
。
施
肥
・
株
分
け
等
々
、
会
員
の
高

齢
化
も
あ
り
、
今
年
度
で
解
散
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

地
域
活
動
団
体
に
つ
い
て 

 

運営管理費  

１１３ 

(100%) 

行事費  
１６９ 
(94%) 

地域活動費  

２０７ 

(96%) 

福祉事業費 

３４９ 

(49%) 

雑  費   

１４７ 

(121%) 

２
面 

春
日
台
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
地
域
活
動
団
体
「
公
園
美
化
」 

３
面 

春
日
台
会
館
だ
よ
り
、
27
年
度
の
会
館
運
営
に
つ
い
て 

４
面 

地
域
活
動
団
体
に
つ
い
て 

主な記事 

編 

集 

後 

記 
 

 

繰越金 
２５ 
(24%) 

自治会費 
 ４４５ 
(99%) 

町補助金 
 ３７５ 
(59%) 

雑収入 
３０ 

(143%) 

特別収入 
 １１０ 
(88%) 

 

 

 

平成 26年 5月 
桑周辺雑木の撤去 

 

 

平成 27年 2月 
雑木根の撤去と整地 

 

 

 

 

アイリスの花 
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春
日
台
会
館
だ
よ
り 

 
 

 

平
成
27
年
度 

会
館
運
営
に
つ
い
て 

会
館
運
営
委
員
長 

 

齋
藤 

勝
利 

こ
の
度
会
館
運
営
委
員
長
を
担
当

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
齋
藤
で
す

前
任
の
上
村
さ
ん
と
同
様
の
ご
支
援

を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

会
館
運
営
委
員
会
は
春
日
台
地
域

の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
春
日
台
会
館

の
運
営
を
自
治
会
か
ら
委
託
さ
れ
、

児
童
館
に
つ
い
て
も
自
治
会
が
町
か

ら
運
営
委
託
さ
れ
た
も
の
を
再
委
託

さ
れ
、
運
営
に
当
た
り
ま
す
。 

 

会
館
・
児
童
館
の
使
命
は
『
①
生

涯
学
習
の
拠
点
、
②
防
災
の
拠
点
、

③
地
域
の
皆
さ
ん
の
交
流
と
憩
い
の

拠
点
』
と
し
て
、
『
地
域
の
よ
り
多

く
の
皆
さ
ん
に
楽
し
く
、
愉
快
に
、

そ
し
て
有
意
義
に
時
間
を
過
ご
し
て

戴
く
こ
と
』
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

既
に
延
べ
年
間
四
万
人
以
上
の
皆

様
に
ご
利
用
戴
い
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
皆
様
の
ご
期
待
に
沿
う
べ

く
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
そ
し

て
本
年
度
は
、
次
の
体
制
で
運
営
し

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

○
会
館
運
営
委
員
体
制 

 
 
 

（
委
員
長
）
齋
藤 

勝
利 

（
委 

員
）
上
村 

 

正
和 

宇
佐
美
千
春 

玉
田 

道
久
（
新
任
） 

（
顧 

問
）
末
廣 

 

忠 

（
会 

計
）
外
山 

憲
子 

（
管
理
人
代
表)

小
林 

保
男
（
新
任
） 

 
 

 
 

 

○
会
館
管
理
人
体
制 

 
 
 
 
  

(

管
理
人
代
表)

小
林 

保
男 

髙
谷 

信
男 

 
 

 
 

門
脇 

 
 

勉 
 

 
 

 

（
会 

計
）
外
山 

憲
子 

池
田
ト
シ
子 

細
川
美
津
江 

森
重 

和
憲 

森 
 

明
子
（
新
任
） 

 

 

④
大
ホ
ー
ル
舞
台
幕
の
修
理 

 

大
ホ
ー
ル
舞
台
の
幕
が
壊
れ
て
い

ま
し
た
が
、
修
理
し
ま
し
た
。 

 
③
会
館
ス
リ
ッ
パ
の
更
新 

 
古
い
ス
リ
ッ
パ
で
ご
不
便
を
お
掛

け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
般
、
ス

リ
ッ
パ
全
数
を
更
新
し
ま
し
た
。 

公 

園 

美 

化 

球
友
会
（ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
） 

会
長 

牧
野 

尚
弘 

 

春
が
訪
れ
、
ゲ
ー
ト
ボ
―
ル
の
対

外
試
合
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
会
員
数
22
名
、
厳
冬
も
雨
が
降
ら

な
い
限
り
毎
日
練
習
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
が
対
外
で
実
力
を

発
揮
出
来
る
時
で
す
。 

昨
年
は
県
央
地
区
大
会
で
優
勝
を

果
た
し
、
今
年
も
連
覇
を
狙
い
、
会

員
一
同
気
力
充
実
し
て
い
ま
す
。 

 

け
や
き
公
園
、
い
ち
ょ
う
公
園
を 

曜
日
で
コ
ー
ト
と
し
て
使
用
さ
せ
て 

貰
っ
て
い
ま
す
。
返
礼
と
し
て
春
日 

台
内
の
６
公
園
の
美
化
を
受
け
持
ち 

町
と
共
働
で
草
刈
り
を
平
成
18
年 

よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
ば
か 

り
な
の
で
、
き
つ
い
作
業
で
す
が
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
自
治
会

の
推
薦
で
愛
川
町
環
境
美
化
功
労
者

に
推
薦
さ
れ
文
化
会
館
で
感
謝
状
の

贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。
今
年
も
腰
を

伸
ば
し
な
が
ら
遂
行
し
て
い
ま
す
。 

い
ま
、
新
会
員
を
募
っ
て
い
ま
す

ゲ
―
ト
ボ
―
ル
は
適
度
な
運
動
な
の

で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
待
っ
て
い
ま

す
。
連
絡
先
☎
２
８
５
・
２
６
３
３ 

大
歓
迎
で
す 

平
成
27
年
度
年
間
主
要
行
事 

○
消
火
栓
放
水
訓
練 

（１
・２
丁
目
） 

5
月
17
日
（日
） 

○
全
町
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

５
月
24
日
（日
） 

○
消
火
栓
放
水
訓
練
（３
丁
目
Ａ
Ｂ
） 

６
月
７
日
（日
） 

○
普
通
救
命
講
習
会 

６
月
14
日
（日
） 

○
夏
祭
り 

７
月
25
日
（土
）予
備
日
26
日 

○
消
火
栓
放
水
訓
練(

4
・
5
丁
目)

８
月
16
日
（日
） 

○
防
災
避
難
訓
練 

８
月
30
日
（日
） 

 

○
ふ
れ
あ
い
広
場 

9
月
14
日
（月
）  

○
文
化
祭 

11
月
14
日
（土
）～
15
日
（日
） 

○
年
末
大
掃
除 

12
月
20
日
（日
） 

○
年
末
特
別
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル 

12
月
26
日
（土
）
27
日
（日
） 

 <

平
成
28
年>

 

○
消
防
出
初
式 

１
月
９
日
（土
） 

○
町
一
周
駅
伝
競
走
大
会 

１
月
10
日
（日
） 

○
定
期
総
会 

３
月
20
日
（日
） 

 

第
60
回
町
一
周
駅
伝
競
走
大
会 

１
月
11
日
（
日
）
開
催
、
春
日
台

Ａ
チ
ー
ム
は
19
位
、
Ｂ
チ
ー
ム
は
25

位
の
成
績
で
し
た
。
奮
闘
さ
れ
た
選

手
の
皆
様
、
そ
し
て
声
援
を
頂
い
た

皆
様
、
実
行
委
員
の
皆
様
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。 

 

地
域
活
動
団
体
だ
よ
り 

 

会
館
の
改
修
箇
所
に
つ
い
て 

 

②
大
ホ
ー
ル
通
信
カ
ラ
オ
ケ
の
更
新 

 

文
化
祭
時
、
ハ
ウ
リ
ン
グ
問
題
や

後
方
で
は
音
が
聞
き
づ
ら
い
等
の
音

響
問
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
カ
ラ
オ

ケ
本
体
を
新
型
に
更
新
し
、
ア
ン
プ

を
１
台
追
加
し
、
後
方
に
ス
ピ
ー
カ

ー
２
台
を
追
加
し
て
、
音
響
対
策
を

実
施
し
ま
し
た
。 

 

 

〈春日台・元気ムラ〉～第４弾～ 
 図は、平成２６年１２月の春日台の人口分

布図です。全体では、昨年より １０５人の減

少でした。 

 ３０才代と６０才代の減少が、昨年と同様

で目立ち、合わせて ８６人の減少でした。こ

れは、ちょうど親子世代にあたるのが気にな

ります。 
 ３０才代は転勤や転職 ６０才代は定年や退

職で、働く場の変化による社会減であるので

しょうか。 

 みなさん想像して下さい。毎年このまま 

１００人ずつ減少していけば、３４年後には 

・・・春日台の人口は ０人？・・・ 

 みなさん創造して下さい。春日台の将来像 

がどうあるべきか。     （編集委員） 

第
２
回
普
通
救
命
講
習
会 

１
月
25
日
（
日
）
開
催 

参
加
対
象
丁
目
は
１
丁
目
・
２
丁

目
３
丁
目
Ａ
で
、
６
名
の
方
に
出
席

を
頂
き
ま
し
た
。 

① 

会
館
和
室
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化 

 

昨
年
度
の
小
ホ
ー
ル
に
引
き
続
き
、
和

室
大
と
和
室
小
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に

改
修
し
ま
し
た
。  
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20015010050050100150200

4歳以下

5-9
10-14
15-19
20-24
25-29
30-34
35-39
40-44
45-49
50-54
55-59
60-64
65-69
70-74
75-79
80-84

85歳以上

春日台 人口ピラミッド (平成26年末)

女性

男性

〈合計 3,395、男性 1,749、女性 1,646〉 

 

（人） 

春日台会館カラオケ料金 

平成２７年５月から、以下の様に

改定いたします。 

１時間／現２００円⇒新２５０円 

 

 

 

 

［和室大］ 

［大ホール 
後方に 

スピーカー 
２ケ追加］ 

［修理幕］ 

［更新幕］ 

 
［和室小］ 


